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ラムダ型エンジン（735φ1／3，735φ2／3，735φ3／3）

の地上試験について

一高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（第37粗）一

夫和沢一金誠世宮ナ岡泥ズ中」田里軸久恒喜村植

　1．　まえがき　大型ロケッF開発に伴うラムダ型ロケ

ットエンジンの地上燃焼実験が秋田で行なわれた．これ

はテストスタンドと称せられるエンジンベット上に，ロ

ケソトエンジンをセットし、地上で燃焼実験を行なうも

のである．1唱和36年4月23El午後2時35分に，　L－

7351／3が，また昭和37年3月31日（午後4時5分）

に，L－7352／3の地上燃翫実験が，秋田県道川海岸で

行なわれた．　モして，秋田県能．代市浜浅内海1葦に，あ』

らたに実験設備をもうけ始めてL－7353／3の燃焼実

験が，昭和37年10月29日午後2時15分に行なわ
れた．この燃焼実験に際し内圧，内圧振動，推力，歪，

振動音響，湿度および光観測等SO点にわたる測定を行

なった．われわれ光学班はユ6mm高i速度カメラおよび

35mm撮影機（ユコマの露出時闘1／500秒）を用い，

ロケットエンジンのノズル部分の火焔の状況等を撮影し

k．そして撮影したフィルムはロケットエンジン，火薬

等書専一門の関係者の検討に供した．撮影および観察結呆
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を報告する．

　2，撮影装置および方法　ラムダ型ロケットエンジン

の地上燃焼実験に使用した撮影機は16mmプリズム式

高i速度カメラ　（最大撮影速度10，000コマ／秒〉および

35　rnm撮影機である，　L－7351／3の場合1ま，プリズム

式高速度カメラ　（Fastax）と，35　mll1撮影機（Bell＆

Howe11カメラ）を用い，高達度カメラはuケ’7　Fエン

ジンのノズル部分を撮影し，35　nini菰影機ほロケット

と火焔の状況を，全部画面に入るようにして撮影した、

L－735　2f3も同様に行なった■　高速度カメラの撮影達度

は，現象に応じて決定した．ラムダ型ロケットエンジン

の燃焼実験では，ノズル部分および火焔をできるだけ時

間的に長くみたいとのことで，撮影漣度500コマ／秒に

した．したがoて，1　oe　ftのフ1ルムを使用した場合，

この撮形速度で，約10秒悶撮影できることになろ，そ

こでL－7353／3の実験では，2台の高速度カメラを使

用し，最初1台の商速度カメラを用いて撮影し，撮影
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第1図　　撮影配置図
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爾面に写しこんだ．高速度カメラおよび35mm撮影機

も手動により，カノラをスタートさせた．また35mm

撮影機には，画面の片隅に1秒1回転および1分1回転

の時計板を写し込むようにしてある．なお，撮影配置図

は第1図a，b，　cに示す．　L－・735　3／3の撮影は，高速

度カメラで，なるべく時間的に長く撮影して，ロケット

エンジンのノズル部分を観察することにした．最初に

16H高速度カメラを手動によリスターFさせ，フイル

ムが終わる1秒の所でイベント用パルスを働かせ16　H

高速度カメラとFastax　l萄速度力メラの時澗軸をつなぐ

ために，写真用フラッシュを閃光させた．2番目に作動

させるFastax高i茜度カメラも，16　H高i速度カメラの

フィルムが撮影し終える2秒くらいまえに手動により作

動させた．もちろん商速度カメラを使用する場合，手動

で行なわず電気回路により，自動的に作動させる装置も

あるが，今回の燃焼実験は撮影速度が低速度のため手動

で行なった．35mm撮影機は，　L－735　1／3および2／3

の時と同様に行なった．撮影醒置図は第1図に示す、

　3．　撮影結果　撮影はいずれもカラーフィルムを用い

たため、火焔の状況，煙の様子等も良く観察することが

できた．カラーフィルムは適正露出の範囲が狭いので，

露出には注意し，また火焔の光量をあらかじめ測定でき

ないため，周囲の光量で露出を決定した，L－735　ll3の

際1ま薄く’もり，L－7352／3の際は晴，　L－7353！3の際1ま

雨天であったが，撮影結果は，ほぼ適正で火焔はやや露

tliiis度であった．解析結果は省略する．

　4、あとがき　昭和36年4月から37年10月まで

に3回にわたり，ラムダi型ロケットエンジン（L－735

型）の燃焼テストが行なわれ，われわれは高速度カメラ

装置を用いて，その燃焼状況を撮影することに成功し

た．撮影はすべてカラーフィルムを使屠した結果，燃焼

状態を非常に良く観察することができた．通常モノクロ

フィルムを用いて撮影を行なうと火烙の部分，透明なガ

ス体の・部分，焔等を良く識別できないが、カラーフィル

ムでは，これらをはっきり分離して見ることができた．

このことは、天候が非常に悪かったL－7353／3の場合・

最も効果があうた．燃焼実験でのプリズム式高速度カメ

ラの使用は，ロケ・Fエンジン燃轡寺問・h：・10　secから

20sec以上もある場合に，燃焼状況をすべて撮影するに

は，カノラを2台以上を必要とする．またシャッタ時間

を短くした35　mrn撮影機の使用も非常に有効で現象の

全体を観察するのに役立った．　（1963年5月2日受理）
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